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のϞσルϕーε開発におけるԣ෩安定ੑධՁシϛϡϨーシϣϯ技術ं࢈ྔ

１．まえ͕͖

Ϟデルϕース開発（Ҏ下.BD）は，ෳࡶ化がਐむࡢ今の

自動車の開発をޮ཰よくਐめる有ޮなख๏である．Fig. 1

は.BDを V-.odel で表ݱした図であるが，このV-.odel

の中ԝ੺࿮でғまれたフΣーζが性能ઃܭおよび性能ূݕ

である．.BD における性能ઃܭではγϛϡϨーγϣンの

活用がલఏであり，そのためには開発スέジϡールの限ら

れた時ؒの中でさま͟まな性能߲໨の݁ࢉܭ果をग़力でき

るγϛϡϨーγϣン環境がඞཁとなる．そこでզʑはྔ産

車の.BDにおいてのγϟγ性能ઃܭで࣮ࡍにӡ用できる

よう୹時ؒで݁果をग़力できるγϛϡϨーγϣン環境を構

ஙした（１）．またそのγϛϡϨーγϣン技術を応用すること

で，それまでྔ産車開発の性能ઃܭではݕ౼が༰қではな

かったいくつかの性能߲໨についてもݕ౼が可能になり，

ྔ産車開発に活用することができる．ラップタイムを༧ଌ

するγϛϡϨーγϣン（̎）はその代表ྫである．本ߘではԣ

෩҆ఆ性を༧ଌするγϛϡϨーγϣン（Ҏ下ԣ෩҆ఆ性γ

ϛϡϨーγϣン）に関してड़΂る．
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要　　旨

ԣ෩҆ఆ性について，さま͟まなタイプの車྆の性能ઃ

ྔ．でӡ用できるγϛϡϨーγϣン技術を構ஙしたܭ 産車

のϞデルϕース開発で࢖用される車྆Ϟデルと，ԣ෩҆ఆ

性ධՁの࣮車ςストを規ఆする૸行৚݅のϞデルを組み߹

Θͤてࢉܭするものである．ಛに૸行৚݅のϞデル化に関

しては，車྆がૹ෩ଳにਐ入する時とૹ෩ଳから୤ग़する

時に෼けて，ԣ෩のӨڹが࿈ଓ的に変化する࿈ଓԣ෩Ϟデ

ルとඇ࿈ଓ的に変化するඇ࿈ଓԣ෩Ϟデルをそれͧれ構

ஙした．それらを組み߹Θͤて൒࿈ଓԣ෩Ϟデルを規ఆす

ることで，ԣ෩҆ఆ性の性能ධՁに対するࢉܭਫ਼౓をඞཁ

े෼にอ持したままࢉܭ時ؒを୹ॖすることができた．ߟ

えํのଥ౰性のূݕを 2014 年ϞデルF*T で࣮ࢪしたこの

γϛϡϨーγϣン技術により，その他のྔ産車開発におい

てもԣ෩҆ఆ性γϛϡϨーγϣンによる࢓様ݕ౼が可能に

なった．2018 年ϞデルN-BOXの開発でその有用性をূݕ

した．

ABSTRACT

A simulation technology was developed that can be 
used in performance design with respect to crosswind 
s tab i l i ty fo r va r ious veh ic le types .  Th i s invo lves 
computation that takes the vehicle model used in the 
model base development of mass-production vehicles, and 
combines it with the model of driving conditions used 
to define actual vehicle tests for evaluation of crosswind 
stability. For the modeling of driving conditions, in 
particular, the time when the vehicle is entering the 
crosswind section and the time when the vehicle is 
exiting the crosswind section are treated separately, so 
both a continuous crosswind model, for a crosswind 
with continuously changing influence on the vehicle, and 
a discontinuous crosswind model, for discontinuously 
changing influence, were developed respectively. Combining 
these to define a half-continuous crosswind model enabled 
computation time to be shortened while still maintaining 
the necessary accuracy in calculations for performance 
evaluation of crosswind stability. The validity of this 
conceptual approach was verified using a 2014 model 
year FIT, and this simulation technology has enabled the 
study of specifications by means of crosswind stability 
simulation, for the development of other mass-production 
vehicles as well. The effectiveness of the technology was 
verified in development of the 2018 model year N-BOX.
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トになるため，ଟくの޻数がඞཁとなる．そこで，γϛϡ

Ϩーγϣンでԣ෩҆ఆ性ݧࢼの代用ができれば࢓様ݕ౼の

ޮ཰は上がるとߟえられ，これまでにもԣ෩҆ఆ性を༧ଌ

するγϛϡϨーγϣン技術の研究は৭ʑな取り組みがなさ

れてきた（̒），（̓）．しかし，これまで構ஙされたγϛϡϨー

γϣン技術のଟくは，車྆のࡉ部にࢸる正֬なܗ状΍，そ

のपғの෩の流れに関するৄࡉな৘報なͲ，ࡉ部にࢸるෳ

がおかれて؟することに主ࢉܭいਫ਼ີに࢖なϞデルをࡶ

いた．Fig. 4はそのようなγϛϡϨーγϣンのࢉܭϞデル

のイϝージを表ݱしたものである．このようなγϛϡϨー

γϣンはଟくの৘報がඞཁになることにՃえ，Ϟデルがෳ

であるため݁果をग़力するまでの時ؒも長くなってしまࡶ

い，ྔ 産車の開発に適用することが༰қでなかった（̔），（̕）．

ԣ෩҆ఆ性のγϛϡϨーγϣンをもっとগない৘報と

Fig. 1   V-Model

Fig. 2   Scheme of crosswind test
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Fig. 3   Yaw rate in time series

Fig. 4   Crosswind simulation image

２．ԣ෩安定ੑのධՁ

ԣ෩҆ఆ性に関しては，࣮ 車によるํݧࢼ๏が *SO	

12021-1（３）で規ఆされている．またそれに४ڌする +ASO	

Z108（̐）でもԣ෩҆ఆ性をධՁするݧࢼ๏がఆめられてお

り，車྆開発時の性能ධՁとして࣮੷のあるํݧࢼ๏と

なっている（Ҏ後ԣ෩҆ఆ性ݧࢼ）．ܰ 自動車΍背の高いϛ

ニバンなͲはԣ෩のӨڹをडけ΍すいため（̑），ಛにԣ෩҆

ఆ性ݧࢼのධՁはॏཁである．

ԣ෩҆ఆ性ݧࢼの֓ཁを Fig. 2に記す．ԣ෩҆ఆ性ࢼ

は，まずςストίースの࿬にઃஔされているԣ෩ૹ෩૷ݧ

ஔでίース上にԣ෩を発生さͤ，ԣ෩が発生している地ଳ

（Ҏ下ૹ෩ଳ）を࡞りग़す．そのૹ෩ଳを࣮ࡍの車྆を૸行

さͤてಛఆの速౓でԣ切らͤたとき，૸行ラインがԣ෩の

ӨڹでͲれだけԣにずれるか（Ҏ下ԣ変Ґྔ）をଌる．こ

のԣ変Ґྔをൺֱしてԣ෩҆ఆ性をධՁするものである．

また Fig. 3はԣ෩҆ఆ性ݧࢼからಘられるܭଌデータྫ

（ϤーϨイト）である．このようなܭଌデータからԣ変Ґྔ

を求め，ϤーϨイトの変化΍ϤーϨイトϐークの஋と߹Θ

ͤてԣ෩҆ఆ性がධՁされる．

ԣ෩҆ఆ性ݧࢼは他の૸行ςストとൺ΂大がかりなςス
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Crosswind blower
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: ࣠は௚ަしている．車྆の速౓を V，X࣠ํ޲の速౓を
Vx，ԣ変Ґ速౓を Vyで表す．ૹ෩ଳਐ入開࢝̎ඵ後の車྆
ॏ৺点の:ํ޲のҠ動ྔがධՁ対৅のԣ変Ґྔである．ԣ

変ҐྔはϤーϨイト rのܭଌ஋を࢖ったࢉܭ஋として求め

られる．Ϥー֯をT とすると，T は式（１）で表される．

∫ r · dt = θ 	 （１）

またԣՃ速౓を a y，ॏ৺点の車ମす΂り֯をE とすれ
ば，E は式（̎）で表される．

∫  · dt = β 







 − r

V

ay
	 （̎）

これより，地上ݻఆܥの : の変Ґྔ޲ํ Yiは，式（３）
で求められる．

∫ [sin ] dt + θ β( )Yi = V 	 （３）

ただし一ൠ的にはE の஋はT よりもे෼にখさい஋で
あるため，̎ ඵ۠ؒのϤーϨイトを正しく求めることがで

きれば，ԣ変Ґྔもे෼なਫ਼౓で求めることができる．

γンプルなϞデルで࣮ࢪすることができれば，あらゆる

.BDの性能ઃܭのݕ౼߲໨としてѻうことが༰қになる．

ಛに開発ॳ期に入खできる৘報だけでࢉܭできるγϛϡ

Ϩーγϣンは有ޮである．そこでྔ産車の.BDをਐめる

ために࡞成された車྆Ϟデルを応用することをߟえた．

３．本技術のͶΒ͍

ྔ産車.BDの性能ઃܭをਐめる上で有ޮなਫ਼౓を有す

るԣ෩҆ఆ性γϛϡϨーγϣンを構ஙすることをͶらいと

して，技術໨ඪをҎ下の３߲໨にఆめた．

（１）	ྔ 産車.BDの開発ॳ期に入खできるデータをར用し

車྆Ϟデルが࡞成できること．

（̎）	ԣ変ҐྔҎ֎にϤーϨイト΍ϤーϨイトϐーク஋に

ついてもݕ౼できること．

（３）	ԣ෩҆ఆ性ݧࢼとൺֱして性能ઃܭ上ඞཁे෼なਫ਼

౓を有し，ྔ 産車の開発に適用できる時ؒで݁果がಘ

られること．

４．ධՁࢦඪに͍ͭͯ

4.1. ԣ෩安定ੑࢼ験
ԣ෩҆ఆ性ݧࢼについて *SO΍ +ASOの規֨ではݧࢼ

車྆の૸行速౓は 100	km/h，あるいは 110	km/h と規ఆさ

れている．さらにྔ産車の開発では，より௿速からより高

速まで෯広い車速৚݅をఆめてݧࢼすることもଟいため，

広い車速ҬにおいてもγϛϡϨーγϣンできるようにして

おくඞཁがある．

また，ૹ෩ଳの؍ଌ点におけるԣ෩の෩速は 20ʶ3	m/s，

環境は自વ෩がݧࢼ 1	m/s Ҏ下で࣮ࢪすることなͲが規ఆ

されている（３），（̐）．ԣ෩҆ఆ性のධՁは，車྆લ端がૹ෩

ଳਐ入開࢝から̎ඵ後のॏ৺点のԣ変Ґྔで൑ఆされる．

また࣮車を用いたྔ産車の開発では̎ඵ۠ؒに؍ଌされた

ϤーϨイトの時ؒ変化΍ϤーϨイトϐーク஋もධՁࢦඪの

ͻとつとして参রしている．

ԣ෩҆ఆ性ݧࢼは，ૹ෩ଳにਐ入する૸行状ଶが，ධՁ

するため，正しいԣ変ڹඪのԣ変Ґྔのਫ਼౓に大きくӨࢦ

Ґྔを௚઀ܭଌすることは༰қではない．そこで一ൠ的に

ԣ෩҆ఆ性ݧࢼでは，ԣ変Ґྔを௚઀ܭଌする代Θりに，

̎ඵ۠ؒに発生したϤーϨイトからԣ変Ґྔをࢉܭしてそ

の஋をධՁࢦඪとしている．+ASO規֨でもԣ変Ґྔのܭ

ଌに対するߟえํは同様である．

4.2. ԣมҐྔのٻめ方
Fig. 5はԣ෩҆ఆ性ݧࢼのίースにݻఆした X-: ඪ࠲

をࣔしたものである．ૹ܎の上におかれた車྆ӡ動の関ܥ

෩ଳにਐ入する໨ඪ௚ਐํ޲を X とし，ૹ෩ଳか޲ํ࣠

らૹられる෩の޲きを : とする．このとき޲ํ࣠ X ࣠と

Fig. 5   Crosswind simulation

５．シϛϡϨーシϣϯϞσル

5.1. ं྆৚݅のࢉܭϞσル
ここでѻう車྆৚݅とは，自動車のӡ動性能に関܎する

ੇ๏ॾݩ΍ίンϙーωントಛ性のことであり，۩ମ的には

車࣭྆ྔ，׳性Ϟーϝント，ホイルϕース，ॏ৺Ґஔ，લ後

のタイϠಛ性，લ後のαスペンγϣンಛ性，車྆の空力ಛ

性のことである．これらのಛ性データはྔ産車の.BDの

中で࢖Θれている車྆データを活用することができる．ྔ

産車の.BDの中で࢖Θれている車྆データについてはط

報（１）にてड़΂ている．

5.2. ૸ߦ৚݅のࢉܭϞσル
ԣ෩のӨڹを؆ศにࢉܭするख๏として，ૹ෩ଳ通ա時

にԣ෩からडける力をۣܗ೾としてఆৗ的な力が一ఆ時ؒ
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Length × Width × Height [m]

Wheelbase [m]

Track Front/Rear [m]

Weight [kg]

FIT

3.990 × 1.695 × 1.525

2.530

1.480/1.470

1080

生͡るとԾఆしてࢉܭするํ๏がある．ここではこのख๏

のࢉܭϞデルをෆ࿈ଓԣ෩ϞデルとݺͿ．Fig. 6はෆ࿈ଓԣ

෩Ϟデルの֓ཁを記したものである．ෆ࿈ଓԣ෩Ϟデルのಛ

௃は，車࣭྆ྔを࣭点で表し，ਐ入時および୤ग़時における

空力ಛ性のա渡的な変化をྀߟしないところである．ಛఆ

の໘を持つ車྆がその空力中৺にఆৗ的なԣ෩をडけた݁

果，空力中৺から車྆ॏ৺点までの長さをϞーϝントアーム

長とするॏ৺点पりにϤーϞーϝントが発生する．車྆ઌ端

がૹ෩ଳにਐ入するॠؒから車྆ઌ端がૹ෩ଳから୤ग़す

るॠؒまでϤー֯変化෼のϤーϞーϝントが発生する．Ϥー

Ϟーϝントの大きさはϤー֯変化に応͡て車ମにಇくԣ෩

の力と，空力中৺から車྆ॏ৺点までのڑ཭により΄΅決

ఆする．Fig. 7はૹ෩ଳを通աしているؒに車ମに発生する

ϤーϞーϝントの変化を表したグラフである．ෆ࿈ଓԣ෩Ϟ

デルではૹ෩ଳ૸行中とૹ෩ଳ֎を૸行中のϤーϞーϝン

トはෆ࿈ଓになっている．このࢉܭϞデルはγンプルである

ためϞデルの࡞成にଟくの৘報をඞཁとしない．ࢉܭෛՙ

もখさいため୹時ؒで݁果をग़力できるϝリットがある．
Fig. 8は 2014 年Ϟデル F*T（Ҏ下 F*T）について，ෆ࿈

ଓԣ෩ϞデルによるϤーϨイトの݁ࢉܭ果と，࣮ のԣ෩ࡍ

҆ఆ性ݧࢼでܭଌされたϤーϨイトをൺֱしたグラフであ

る．F*Tの主ཁॾݩは Table 1の通りである．
Fig. 8のԣ࣠は時ؒでありૹ෩ଳにਐ入するॠؒを̌ඵ

としている．ࢉܭ৚݅およびܭଌ৚݅はいずれも 110	km/h

である．このグラフから，ԣ෩҆ఆ性γϛϡϨーγϣンの

果は݁ࢉܭ 0.4 ඵ後から 0.5 ඵ後෇近でͻとつのϐークが

れ，1.5ݱ ඵ後近๣でऩଋする様子が֬ೝできる．それに

対し࣮車を用いたԣ෩҆ఆ性ݧࢼの݁果はもっとૣいஈ֊

からϤーϨイトがཱͪ上がり，0.2 ඵ後෇近で最ॳのϐー

クがݱれる．0.5 ඵ後෇近で最後にもう一౓ϐークが発生

し，1.5 ඵ後近๣でऩଋしていることがΘかる．ෆ࿈ଓԣ

෩Ϟデルによる݁ࢉܭ果とԣ෩҆ఆ性ݧࢼのܭଌ݁果とで

はϤーϨイトのग़ํ΍ϤーϨイトのϐークҐஔなͲがҟ

なっているため，ԣ変Ґྔの݁ࢉܭ果もγϛϡϨーγϣン

と݁ݧࢼ果でҟなってしまう．

ૹ෩ଳਐ入௚後のϤーϨイトのཱͪ上がり΍，最ॳにݱ

れるϤーϨイトのϐークをࢉܭする޻夫として，ૹ෩ଳに

ਐ入するલ後とૹ෩ଳから୤ग़するલ後で，車྆全長に応

͡て࿈ଓ的にϤーϞーϝントが変化するようྀߟしたのが

࿈ଓԣ෩Ϟデルである．Fig. 9にその֓ཁをࣔす．࿈ଓԣ

෩Ϟデルではૹ෩ଳの通աをૹ෩ଳへのਐ入期（a）とૹ෩

ଳ通ա期（C）とૹ෩ଳからの୤ग़期（c）のࡾつのフΣーζ

に෼ׂしてϤーϞーϝントをఆٛする．
Fig. 10は࿈ଓԣ෩Ϟデルでࢉܭされる車ମに発生する

ϤーϞーϝントの大きさをඳいたものである．࿈ଓԣ෩

Ϟデルでは，ૹ෩ଳ૸行中に車ମがԣ෩をडけて発生する

ϤーϞーϝントとૹ෩ଳの֎を૸行中のϤーϞーϝント

（ʹ̌）が࿈ଓしており，車྆の全長に૬౰する通ա۠ؒで

ա渡的に変化する．࿈ଓԣ෩ϞデルによるϤーϨイトのܭ

果を݁ࢉ Fig. 8のグラフにॻきՃえたものが Fig. 11であ

る．このグラフから，ԣ෩҆ఆ性ݧࢼの݁果に対してෆ࿈

Table 1   Specification list (FIT)

Crosswind blowing zone

Crosswind blower

Center of force

Center of gravity

Fig. 6   Discontinuous crosswind model

Fig. 7   Yaw moment of discontinuous crosswind model Fig. 8   Comparison of yaw rate in time series
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5

ଓϞデルの݁ࢉܭ果はૹ෩ଳਐ入から 0.5 ඵ後෇近までの

ϤーϨイトについてはよく߹கすることがΘかる．しかし

ૹ෩ଳを୤ग़した後の 0.5 ඵ後から 1.0 ඵ後くらいまでの

．ଌ஋とのずれが大きくなっていることがΘかるܭ஋はࢉܭ

そこで，ૹ෩ଳ૸行時のલ൒部෼のϤーϞーϝントはա

渡的に変化する࿈ଓϞデルとし，後൒部෼のϤーϞーϝン

トをෆ࿈Ϟデルとする新たなϞデルをߟҊした．これを൒

࿈ଓԣ෩ϞデルとݺͿこととする．൒࿈ଓԣ෩Ϟデルでは

車྆がૹ෩ଳのग़ޱにୡしたところでϤーϞーϝントは̌

になるとしている．
Fig . 12 は൒࿈ଓԣ෩Ϟデルでࢉܭされる車ମに発生

するϤーϞーϝントの大きさをඳいたものである．また
Fig. 13は൒࿈ଓԣ෩Ϟデルによる݁ࢉܭ果を Fig. 11にॻ

きՃえたグラフである．このグラフの内༰から，൒࿈ଓԣ

෩Ϟデルによる݁ࢉܭ果がԣ෩҆ఆ性ݧࢼのܭଌ݁果とよ

く߹கしており，ऀࡾの中では最もԣ෩҆ఆ性ݧࢼの݁果

に近い޲܏をࣔすことが֬ೝできた．Fig. 14はԣ෩҆ఆ性

ଌ݁果と，ෆ࿈ଓԣ෩ܭඪであるԣ変ҐྔのࢦのධՁݧࢼ

Ϟデル，࿈ଓԣ෩Ϟデル，൒࿈ଓԣ෩Ϟデルから求められ

たԣ変Ґྔの݁ࢉܭ果を๮グラフでൺֱしたものである．

Fig. 9   Continuous crosswind model

Fig. 10   Yaw moment of continuous crosswind model

Fig. 11   Comparison of yaw rate in time series

Fig. 12   Yaw moment of half-continuous crosswind 
model

Fig. 13   Comparison of yaw rate in time series at 
110 km/h
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Fig. 14   Comparison of lateral displacement at 
110 km/h
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3.395 × 1.475 × 1.790

2.520

1.305/1.305

890

これらの݁ࢉܭ果から൒࿈ଓԣ෩Ϟデルを࢖うことで，性

能ઃܭに対して有ޮなਫ਼౓でԣ෩҆ఆ性のγϛϡϨーγϣ

ン݁果がಘられた．

5.3. ൒࿈ଓԣ෩Ϟσルのূݕ
車྆の速౓৚݅を 140	 km/h に変えて，ෆ࿈ଓԣ෩Ϟデ

ル，࿈ଓԣ෩Ϟデル，および൒࿈ଓԣ෩Ϟデルの݁ࢉܭ果

とԣ෩҆ఆݧࢼのܭଌ݁果をൺֱしたグラフが Fig. 15で

ある．同様にԣ変Ґྔをൺֱしたグラフが Fig. 16である．

これらの݁ࢉܭ果から，速౓৚݅を変えても൒࿈ଓԣ෩

Ϟデルはԣ෩҆ఆ性ݧࢼの݁果とよく߹கすることがΘ

かった．

ԣ෩҆ఆ性ݧࢼについて，ૹ෩ଳਐ入部におけるߟえํ

に関しては，これまでにも研究報ྫࠂはあった（10），（11）．し

かしૹ෩ଳからの୤ग़部におけるߟえํが論͡られている

ྫはগなかった．今回ߟҊされた൒࿈ଓԣ෩Ϟデルは，ૹ

෩ଳへのਐ入部とૹ෩ଳからの୤ग़部をあΘͤた全ମをଊ

えたγϛϡϨーγϣンϞデルとしてաڈにあまりྫをみな

い．൒࿈ଓԣ෩Ϟデルは，ԣ෩҆ఆ性のࢉܭਫ਼౓とࢉܭ時

ؒをཱ྆さͤるための新しいγϛϡϨーγϣンϞデルとし

てఏҊされたものである．

６．シϛϡϨーシϣϯద༻ྫࣄ

લষでは，F*T の開発を通して構ஙしたԣ෩҆ఆ性γ

ϛϡϨーγϣン技術について論͡た．次に他のྔ産車開発

でも同様に活用できることをࣔし有用性を֬ೝした．Ҏ下

は 2018 年ϞデルのN-BOX（Ҏ下新ܕN-BOX）の開発にお

いて本γϛϡϨーγϣン技術が活用された事ྫである．
Table 2は新ܕN-BOXの主ཁॾݩである．N-BOXはԣ

෩のӨڹをडけ΍すい車ମܗ状であったため，他の性能も

成ཱさͤながらԣ෩҆ఆ性もଛなΘないような࢓様ݕ౼を

ਐめるඞཁがあった．ಛに開発ॳ期のஈ֊からԣ෩҆ఆ性

をできるだけ高くઃఆしておくことがॏཁとなる．このよ

うな背景から，新ܕN-BOXは F*T と同様に本γϛϡϨー

γϣン技術が活用された．
Fig. 17は新ܕN-BOXの開発の中でݕ౼したスタディ

݁果であり，これからԣ変ҐྔとϤーϨイトϐーク஋に対

する各対策のޮ果を֬ೝすることができる．このようなス

タディの中から，他の性能も߹Θͤߟえ，ޮ 果的な対策を

．ग़すことができるݟ
Fig. 18は新ܕN-BOXの開発の中で࣮ࡍに対策された

各γϟγίンϙーωントの対策ޮ果をࣔしたグラフであ

る．これはγϟγを構成する各ίンϙーωントのԣ෩҆ఆ

Table 2   Specification list (N-BOX)

Fig. 17   Peak yaw rate and lateral displacement

Fig. 15   Comparison of yaw rate in time series at 
140 km/h

Fig. 16   Comparison of lateral displacement at 
140 km/h
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Fig. 18   Lateral displacement (N-BOX)

Fig. 19   Lateral displacement (N-BOX)

̓．まとめ

本γϛϡϨーγϣン技術によりྔ産車 .BD の性能ઃ

がਐめられるように౼ݕ様࢓でԣ෩҆ఆ性をؚめたܭ

なった．

（１）	ྔ 産車の.BDの中で࢖Θれている車྆データをར用

し，ԣ෩҆ఆ性を༧ଌࢉܭできるγϛϡϨーγϣン技

術を構ஙした．

（̎）	本γϛϡϨーγϣンはԣ変ҐྔҎ֎にもϤーϨイト

΍ϤーϨイトϐークをܭଌ஋に近い݁ࢉܭ果として

ಘられることをࣔした．

（３）	൒࿈ଓԣ෩Ϟデルを活用することで，ࢉܭ時ؒおよび

をྔܭਫ਼౓においてԣ෩҆ఆ性に関する性能ઃࢉܭ

産車開発にも適用できることをূݕした．
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性に対するӨڹをݟながら࢓様ݕ౼をすすめ，最ऴ的に໨

ඪをୡ成可能な࢓様をݟग़すというγスςムઃܭをਐめる

上で有ޮである．今回の新ܕ N-BOX の場߹，ܰ ྔ化΍デ

βイン上の制໿をॏྔ഑෼，タイϠಛ性，αスペンγϣン

ಛ性，空力ಛ性なͲにより໨ඪをୡ成した．本γϛϡϨー

γϣン技術によりྔ産車の.BDの性能ઃܭのஈ֊で，ԣ

෩҆ఆ性の各ίンϙーωントに対する性能ׂり෇けが可能

であることをࣔした．
Fig. 19は最ऴ的な࢓様がԣ෩҆ఆ性に対し，Ͳのఔ౓

の速౓ґଘ性をもつかを࣮車でূݕしたグラフである．

80	 km/h と 110	 km/h の二点ؒで規֨がఆめるج४஋を下

まΘりԣ෩҆ఆ性に対する࢓様が決められた．本γϛϡ

Ϩーγϣン技術はྔ産車の開発において有用であることが

Θかった．
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